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6/10（土）『日米現地事情生トーク: 現場から見た日米メンタルヘルスケア事情』が大

盛況で開催されました。 

 

日米現地事情生トーク、今回はメンタルヘルスケアをテーマに、日米でメンタルヘルス

ケアの現場におられる 3 人の専門家をプレゼンターとしてお迎えして開催しました。 

 

日本と米国のメンタルケアの現状や特徴について、プレゼンテーターの方々から話題
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3 人のプレゼンターからは、日本と米国のメンタルケアの現状や特徴·違いについて、

また、子供のメンタルケアの重要性についても具体的な例を挙げてのお話がありまし

た。自分や子供のメンタルケアを受ける事などを、日本人女性は他人に迷惑をか

けてはいけないと考え自分で努力しがちですが、メンタルケアを受ける事は決して恥

じる事ではないので、社会や医者を含めて皆で解決していくべきだという認識を広め

ることが重要である事。更に日米の精神科でのメンタルケアについて、保険や医療シ

ステムの違い等を分かりやすく教えていただきました。また、コロナ禍において米国で

は小児のメンタルケアをいかに対応したかについても全体での質疑応答の中で詳しく

説明していただきました。 

 

グループでのセッションからは、患者さんの相談を受ける上で、友人ではなくてあくま

で相談者とカウンセリングの立場としての中立的な立場を保つ事を心掛けている事、

メンタルに関する相談なので、カウンセリングや治療をする側もカウンセリングを受け

ているのが通常である事などのさらに深堀した話題が共有されました。 

 

今回のイベントは、幅広い年代の方に興味を持って参加していただき、医療によるケ

アと相談者のカウンセリングサポートの両方の視点から活発な議論を通して知見を深

めました。 

 

 

【参加者の感想】 

 

「メンタル問題の背景や対処方法について、日米の違いも含め、ふだん気づかずに過

ごしておりましたが、ずいぶん考えさせられました。たいへん良い機会をいただきまし

た。」、「日本人の思考の特性、母親の生きづらさ、コロナの子供への影響、精神疾患

への偏見などに気づかされました。参加された方々からの質問もよかったです。」、

「ブレイクアウトルームでカジュアルに意見交換ができたことが良かったです。」など、

とても好意的なご意見を多くいただきました。また、アンケート回答者 9 割近い方から

大変満足だったという評価をいただくことができました。 
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